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MUSCAT：MDs and Undergraduates Support and 
Care Attractive Women’s Team）を女性医師の臨床現
場定着支援の柱とし，家庭と両立可能な復職支援コー












































































































































































　一方，On the Job トレーニングを目的としたワーキ
ングコースには，Hop（時短），Step（週１～３勤務），
Jump（週４）と働き方に合わせた３つのコースができ
た．当初，１日８時間週４日勤務，当直オンコールな
し，というコースのみで開始し，５名の応募を得たが，
「週１～３程度であれば復職可能」「時短であれば働け
る」などの多くの意見があり，病院長，また大学病院
のご理解を頂き週１～３勤務，時短勤務が可能となっ
た．これらのコースができてからの復職者は急増し，
いかにこのような就業体系の需要が大きかったかが認
識される．４月から現在までに18名の医師が復職を果
たしている．ワーキングコースを立ち上げる時に留意
したのは，「現存の人数枠の中に組み込むのではなく，
＋αの力として勤務できるように」という点である．
様々な事情で勤務時間が少ない医師をその他の医師が
カバーする状況は長続きせず，復職する医師も心苦し
い．逆に，女性医師が復職することによって＋αの力
となり，医療チームの力が増えるなら，「女性医師も男
性医師も働きやすい」ということに近づくことができ
る．このようなコンセプトに御理解，御協力頂いたお
かげで現在の復職増加に結び付いたと考えられ，大変
感謝している．
　また，女性医師が復職することにより，「現場が助か
った」という声も多く聞いており，大きな喜びである．
自分自身としても，復職された先生と働くことにより，
育児をしながら働くことの大変さを少しでも実感する
ことができた．また，共に働くことにより，自然なか
たちでカバーをしあうことが特別な出来事ではなくな
ってきている現状を感じている．これらは，復職され
た先生の努力，またその存在によって周囲にも良い影
響を及ぼしている一例だと思う．改めて，復職された
先生の更なる御活躍を祈念するとともに，ともに働く
方々の御協力に感謝したい．
　現在，復職希望者のニーズに合わせて柔軟な働き方
を提案し，多くの女性医師の復職が可能となっている
が，今後は教育的側面を強調したプログラムにもニー
ズが広がると考える．さらに復職プログラムとしての
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内容を整備し，どのような技術，資格をどの程度の期
間で身につけることができるか，などを明確にした教
育プランの提案なども必要になると考える．また，ト
レーニングコースにおいては，実技の多様性とともに，
短期間で知識を集中して学びたい，との意見もあり，
e-learning を含めた知識習得のための工夫を行いたい
と考えている．
　また，大学病院で復職した後地域の医療機関で働き
たい，という希望も今後増えてくる可能性がある．勿
論，このような取組は大学病院のみで成功すればよい，
という類のものでもない．そこで，現在岡山医療圏の
病院・医療機関に協力プログラムを募集し，様々な復
職・教育プログラムを提案頂いている．これらの医療
機関は「muscat WILL 協力医療機関」としてホームペ
ージ上で紹介し，認定証を発行している．
　現在，岡山県下では岡山県医師会，岡山県病院協会，
岡山県保健福祉部医療対策協議会などがそれぞれに女
性医師支援に取り組んでいる．岡山県医師会では女医
部会を組織し，女性医師バンク，学生との懇談会など
の活動を行い，岡山県病院協会では女性医師求人情報
ホームページを通じて積極的な活動を行っている．岡
山大学では，これらの県下の女性医師支援活動と協力
し，活動をさらに発させたいと考えている．
今後の展望
　これまで本稿では女性医師支援として行ってきた活
動を述べてきた．さらに，本活動では，「看護師・医療
人の支援」として多彩な活動を行っている．その一つ
が院内保育所の支援と病児保育室の設立準備である．
　現在集計中の岡山医療圏女性医師アンケートの中間
解析では，女性医師支援で取り組んでほしいこととし
て，約70%の回答者が「復職しやすい職場づくり」を，
約40%が「保育所の充実，病児保育」を挙げている．
育児支援，ということは，女性医師支援にとどまらず，
子供を持つ医療人全ての支援につながることであり，
その必要性は重大と考える．
　そこで，医療人GPの活動目標の一つとして「病児
保育室の設立」を掲げ，準備を進めている．これまで
院内保育所保護者役員を中心として病児保育設立ワー
キンググループが活動を行っており，その中心メンバ
ーであり医療人GPコアメンバーである関先生を中心
に病児保育担当のコアメンバー川畑先生が加わり，こ
れまでの活動を踏襲するかたちで医療人GPが活動協
力している．
　特に，平成20年夏より川畑先生による医療人ヒアリ
ング（現在子供を持つ看護師中心に行っている）を行
い，現場のニーズの反映を目指している．また，大阪
市立大学，島根大学など医療人GPが中心となり病児
保育を設立した大学の見学，岡山県下で最も早く病児
保育室を設立した青木内科小児科の見学なども積極的
に行っている．平成20年12月には第一回病児保育設立
準備委員会を開催した．病児保育室の設立は，岡山大
学全体の次世代育成支援の一環としても重要な位置づ
けであり，本学からのサポートを頂いた現在，いよい
よ平成21年夏頃の開室を目標に，準備が次の段階に進
んだところである．
　平成21年度は女性医師支援とさらに進んだ女性医療
人支援を目標に最終年度としての成果を出していきた
いと願っている．また，本取組は元々医療人支援とい
うことで臨床医学に従事する女性の支援という側面が
強いが，今後は女性研究者支援，という視点も重要で
ある．岡山大学では，男女共同参画室を設立予定であ
り，今後女性研究者の支援の更に本格化する予定である．
　これらの活動は単に「女性を支援」ということに留
まるものではない．女性が働きやすい職場，とはすな
わち多様性が受容される職場ともいえる．女性が働き
やすい環境をつくることは男性も働きやすい，すなわ
ち皆が働きやすい環境をつくることにつながると考え
ている．また，そのような環境づくりに繋がってこそ
真に求められる女性支援になると考える．
　末筆になりましたが，今後ともさらなる御意見・御
協力の程何とぞ宜しくお願い致します．
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